
1

真の循環社会確立に向けた
化学産業界の取り組み

一般社団法人日本化学工業協会

2020年 5月26日
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廃プラスチックリサイクルの流れ
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１．資源循環・資源効率性の選択肢

☆各種手法の環境負荷削減効果の比較（ＭＲ，ＣＲ，ＥＲ）

ライフサイクル全般の環境負荷削減を考慮し、廃プラスチックの資源有効利用率の改善のためには、廃プラス
チックの品質・性状等に応じ、 MR, CR, ERの各手法を最適に組み合わせて活用することが求められる。

有効利用した場合 有効利用しない場合
ＣＯ２排出量
削減効果
（Ｂ－Ａ）
(kg-CO2)手法

有効利用により
再生される製品

ＣＯ２排出量
（Ａ）

(kg-CO2)

代替される
一般の製品

ＣＯ２排出量
（Ｂ）

(kg-CO2)

マテリアルリサイクル パレット ２．３０
樹脂製パレット ３．９５*

（３．４４～４．４３）

１．６５*
（1.14～2.13）

木材製パレット ２．９３ ０．６３

ケミカルリサイクル
ガス化（アンモニア製造）

アンモニア、
炭酸ガス

４．９８
天然資源から製
造するアンモニア、

炭酸ガス
７．０９ ２．１１

ＥＲ

ＲＰＦ利用 固形燃料 ２．８９ 石炭 ５．８６ ２．９７

発電焼却
（発電効率１２．８％）

焼却炉からの
電力

２．７１ 系統電力 ３．４５ ０．７３

発電焼却
（発電効率２５％）

焼却炉からの
電力

２．７１ 系統電力 ４．１５ １．４３

ER: Energy Recovery

出所）https://www.nikkakyo.org/system/files/JaIME%20LCA%20report_0.pdf

＊：代替率が0.404の場合の結果。代替率が最も低い場合と、最も高い場合の値も( )に付記。
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２．産業化の促進

☆ケミカルリサイクルの例（ガス化、油化、モノマー化）

195t/day
175t/day

廃プラスチック
ガス化
プラント

水素

CO2

炭酸
ガス

ドライ
アイス

アンモニア

水素ステーション

https://www.sdk.co.jp/

エコマーク認定
プラスチック製容器包装リサ
イクルによるアンモニア製造プ
ロセス
15504001
昭和電工川崎事業所

炭酸飲料 フレッシュパック 植物促成栽培

昭和電工：使用済プラスチックからのアンモニア製造
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２．産業化の促進

☆ケミカルリサイクルの例（ガス化、油化、モノマー化）
三井化学：自動車廃プラスチック油化技術の開発
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２．産業化の促進

☆ケミカルリサイクルの例（ガス化、油化、モノマー化）

http://www.toyo-st.co.jp/eco/

⚫ 日本製鉄がコークス炉化学
原料化法（CR）で製造さ
れる再生油からスチレンモノ
マーを製造

⚫ 東洋スチレンが、ポリスチレン
樹脂を製造。
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２．産業化の促進

☆ケミカルリサイクルの例（関連情報をH.P.から抜粋）
手法 原料 温度 必要成分 不要成分 生産物 技術

荏原 ガス化

可燃性廃棄物

バイオマス

（海ごみ・NaClも可）

300-550℃

550-850℃

850℃以上

原燃料ガス タール、不純物

Tar、油分（油分回収）

C2,C3,C4（燃料ガス）

H2、CO（合成ガス）

ICFG（無酸素ガス化法）

流動床炉で効率よく加熱

独ＢＡＳＦ 分解
油化製品

（Recenso社から入手）

850℃

（ｽﾁｰﾑｸﾗｯｶｰに投入）

バイマス由来の

ガス化成分

エチレン

プロピレン

マスバランス方式にて

再生原料割合を選択認証

廃プラ TACOIL（油化製品）
オランダ初の廃プラの

熱分解・油化商業プラント

TACOIL 石油化学製品 2021年商業生産目指す

BASF＆INEOS 解重合 商業廃棄物ポリスチレン
触媒型マイクロ波

解重合
スチレンモノマー ポリスチレン

2018年4月 油化ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗﾝﾄ

開設（10T/日）

MMA two PJ 解重合 PMMA廃棄物 解重合 MMA PMMA 2022年 商業ﾌﾟﾗﾝﾄ建設目指す

EASTMAN chem 解重合 非ポリエステル、混合プラ メタノリシス セルロース由来プラ製品原料 2019年 商業生産を計画

REMADYL
溶融＆

濾過
old PVC

新規溶媒＆溶融濾過

＆押出技術

エステル可塑剤

（安全に廃棄）

鉛（電池に再利用）

PVC製品（樹脂窓等）

EU Horizon2020

2023年 社会実装目指す

三井化学＆日産
分解＆

油化
自動車からの廃プラ 油化原料の不純物除去

炭化水素油

（ﾊﾟﾗﾌｨﾝ成分）
ｵﾚﾌｨﾝ・芳香族 ナフサ代替、PP

触媒による接触分解HiCOP

2019年3月 事業性・課題抽出

環境エネルギー

（HiCOP）
油化

廃プラ

（若干のPVC混入も可）
触媒による接触分解

投入廃プラの

80%（重量換算）

脱塩素処理を

同時に実施

炭化水素油（ﾜｯｸｽ分含まず）

ｶﾞｿﾘﾝ分:ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ分＝1:1
120T/月（200kg/H）能力

新日鉄住金＆

日本製鉄＆

東洋スチレン

熱分解

＆油化

＆樹脂

容器・包材等の廃プラ製品

（分別排出・自治体選別品）

コークス炉で熱分解

（無酸素1200℃）

油化製品（40%)

↓

軽質油、タール

炭化物（20%）

⇒高炉・鉄鋼

ガス（40%）

⇒発電所

スチレンモノマー

↓

ポリスチレン樹脂

コークス炉化学原料化法に

よるプラスチックリサイクル

ＳＡＢＩＣ ＆

PLASTIC

 ENERGY

熱分解

＆油化
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３．ケミカルリサイクルの環境価値の可視化に向けて

☆ケミカルリサイクルの環境価値を社会全体で認識
○ ケミカルリサイクルにより製造される部素材は、化石資源だけから製造される部素材と、品質・性能においては同等
（マテリアルリサイクルの場合は、品質・性能の劣化が不可避）

○ 廃プラの回収、原料化等の付加コストのかかるケミカルリサイクル部素材が、ユーザー産業において採用され、普及す
るためには、その付加コストに見合う付加価値が社会から認識されることが不可欠

製品の使用・廃棄

最終製品におけるプラスチック活用

循環プラスチック部素材 プラスチック部素材

ケミカルリサイクル原料 化石資源

同一組成 同一品質 同一性能

○ 一定のケミカルリサイクル原料を活用した「循環プラスチック部素材」に対する社会的な価値を認めるための認証制度
リサイクルされるプラスチックに使用制限化学物質含有がないこと等化学物質管理の面からも認証

○ 最終製品における「循環プラスチック部素材」の利用拡大・促進のための制度・仕組みが必要

廃棄
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３．ケミカルリサイクルの環境価値の可視化に向けて

☆ケミカルリサイクルの認証制度の導入（例）

化石
資源

ナフサ 製品ポリマー
オレフィン
モノマー

ケミカル リサイクル

廃プラ

化石
資源

ナフサ
リサイクル
製品

リサイクル
ポリマー

リサイクル
オレフィン・
モノマー

廃プラ

例：油化製品

高付加価値化：循環プラスチック部素材として認証

廃プラ由来部素材含有製品



2020 Japan Chemical Industry Association. All rights reserved
10

３．ケミカルリサイクルの環境価値の可視化に向けて

ケミカルリサイクルによる炭素循環
廃プラ原料投入時のCO2排出量（非エネルギー起源）算定

提案ルール

現行ルール
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４．廃プラスチックの全体像（ＭＲ，ＣＲ，ＥＲ）

出典：プラスチック循環利用協会：2018年（H30）実績
廃プラ有効利用量：750万トン（総量892万トン）

一般廃棄物系
429万トン

産業廃棄物系
462万トン

海ゴミ由来

有機系ゴミ
(木,肉,汚泥等)

入口側留意点
規制・権益(容リ法等)
製品設計：ﾓﾉﾏﾃﾘｱﾙ化
材料別回収ｼｽﾃﾑ構築

出口側留意点
コスト負担意識醸成

価値付与(認証制度等)
CO2クレジット国際標準化

個別技術は個社マター

入口側
CO2直接排出

大幅削減

炭素循環系
水素利用等

化学品原料化
(石油精製ﾌﾟﾛｾｽ)

(CO＆H2活用)

炭素循環系
（リユース）

エネルギー
（熱・電気）

鉄・セメント

出口側

化学品原料化
＜廃プラ 循環利用＞

CO2 直接排出
＜廃プラ ワンウェイ利用＞

コークス炉化学原料化
20万トン(2017)

Ｃ Ｒ
39万トン 4%

Ｍ Ｒ
208万トン 23%

油 化 0 万トン⇒

ガス化 6万トン⇒
（基礎化学品化）

高炉還元剤化
3万トン(2017)

ＥＲ
（固形燃料化含む）

503万トン 56%

モノマー化
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真の循環社会確立に向けて

循環経済確立に向けて化学産業がソリューション
プロバイダーとしての役割を十分に果たせる制度
の構築を目指す。

リサイクルされたプラスチックの社会的付加価値が
認められる社会の醸成。

ケミカルリサイクルの安定操業には、一定規模の
操業が不可欠であり、廃プラの「原料」としての安
定調達を可能にする制度も必要

化学産業として、コロナ後の世界を見据えて、
生活様式の大きな変化なども踏まえ、
真に持続可能な社会の構築に向けて貢献。


